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要旨 

本稿では主に吉田知子「お供え」（1991）の分析を行い、その上で引揚げを背景とした

吉田の他の代表作「そら」（1971）や「父の墓」（1975）などとの接続を試みる。「お供え」

は、評者や研究者らによって、「私」が「神様」あるいは「スケープゴート」に祀り上げ

られる／変身する物語として読まれる傾向にあった。それに対し、本稿は「私」が「お

供え」へと変身を遂げる過程として「お供え」という小説を捉える。「お供え」における

〈もの〉の増殖、及び「私」と〈もの〉の接近や隣接性に着目して、「私」が「お供え」

へと変身する換喩的なプロセスを論じた。〈もの〉という空白を巡って展開する「お供え」

はテーマ的にも技法的にも、吉田の過去作と連続性を持つものである。 

キーワード：吉田知子，「お供え」，〈もの〉，換喩，「そら」，「父の墓」 

1. はじめに 

吉田知子は 1934 年静岡県浜松市に生まれた。その後、名古屋、金沢、満州ナラムトな

どを転々とする。終戦は、内地を経て移住した旧樺太・豊原市で迎えている。1947 年早

春の引揚げ体験やその後の暮らしを描いたエッセイ・小説の数は少なくない。近年、朴

裕河の提唱した「引揚げ文学」の観点から、その作品（とりわけ「豊原」）が注目されつ

つある1。無論、吉田という作家を歴史的に位置づけるために、「引揚げ」の問題は重要

である。しかし、吉田知子の多くの仕事から、「引揚げ」を扱った作品のみを引き出そう

とする場合、取り残されるものはあまりにも大きい。同人誌「ゴム」での活動（1963―）

の時代から、吉田は小説手法を追求してやまない書き手である。初期作品「そら」（1971）

を取り上げた荒川洋治は「日本の文学にはほとんどみかけることのない新しい書き方で、

文学のひとつの極点を指し示している」2と述べている。「そら」に限らず、吉田の多く

の作品は、その「書き方」によって特異なものとなっている。吉田の大きな達成は、そ

の「書き方」にあるだろう。「引揚げ」という枠組みを先行させ、そこに吉田の仕事を回

収するように読むかぎり、吉田が示した文学的達成は、不当に忘却され葬られてしまい
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かねない。吉田は現在に至るまで、エッセイやインタビューにおいて自身の戦争体験・

引揚げ体験への言及を続けているが、吉田の作品全般において「引揚げ」の主題は必ず

しも大きな比重を占めるものではない。とりわけ 90 年代の小説においては、吉田の「引

揚げ」体験や戦後体験は、作中に直接的に見てとれないことが多い。予め設けた「引揚

げ」というテーマに沿う物語を吉田の仕事から取り出すより前に、まず吉田の文学にお

ける重要な結節点となるような作品を詳細に分析する必要がある。逆説的なことに、吉

田の作品の歴史性を考えるならば、「引揚げ」体験を背景とした描写やエピソードを抽出

するだけでは足りないのだ。吉田の作品においては何が書かれているかということは勿

論、いかに書かれているのかを分析することが重要なのである。代表作「お供え」も「引

揚げ」とは無関係なテクストである。しかし、テクストを分析した上で、その手法やテ

ーマの初期からの連続性に着目することによって、初めて「引揚げ」当事者でもある吉

田の文学全体に通底する問題意識3を論ずる端緒が開けるのではないだろうか。 

 本稿で論じるのは、91 年「海燕」7 月号に発表され、92 年に第 19 回川端康成文学賞

を受賞した短篇「お供え」である。同作は焦点人物の「私」が「神様」あるいは「スケ

ープゴート」へと祀り上げられる／変身する物語として読まれる傾向にある。数多くの

アンソロジーに収録されていることなどを鑑みれば、おそらく「お供え」は、現在もっ

とも読まれている吉田知子の作品だと言えるだろう4。 

「私」の抱く不安や「私」の観察、連想を横滑り的に描き、事物の接近や隣接を動力と

して展開される、いわば換喩的構造を持った小説として、本稿は「お供え」を分析する

ことを目的とする。その上で、4 節では主に初期作品と「お供え」との技術的・テーマ的

連続性に言及することを試みている。代表作「お供え」の分析によって、吉田のそれま

での多くの作品を論じる手立てや、90 年代に円熟する吉田の小説手法（多くのテクスト

は充分に分析されていないか、未着手である）を分析する展望も開けると考える。 

 

2. 同時代評と先行研究 

 亡き「夫」の設計した家に住み続けている「私」は、見たくないにもかかわらず「家」

の「カド」に置かれた「それ」を今日も見てしまう。「それ」は「私」にとって、確実に

何かが進んでいくことを意味している。「それ」を言葉で表してしまえば、「本物になっ

てしまいそうないやな予感」5がする。だから「私」がそれを「お供え」などと呼ぶこと

は決してない。 

 しかし、こうした「私」の否認の身振りによって、読者は「それ」こそがタイトルに

もある「お供え」であると考える。よって、「お供え」をそなえられる「カド」のある家

に住んでいる「私」が「神様」なのだ、という前提が、「私」＝「神様」として一篇を解

釈する評者には共通している。代表的な評者として、庄司肇（1994）6、松本道介（1993）
7、富岡幸一郎（1993）8、久保田裕子（1997）9が挙げられる。 
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 久保田裕子の論文は、「お供え」の精読と解釈、吉田の他の作品との接続を試みた、最

も早い時期の「お供え」論である。久保田は、一篇の結末を「『私』を神と決め付ける〈外

部〉の異常な力によって、『私』という自我の〈内部〉がたわめられ、ついには自分が神

であることを受け入れていくことを示唆している」10ものだとした上で、それだけでなく

「『私』は以前から、自分が『神様』になることを知っていて、あらかじめ準備していた」

とも取れると論じている。久保田の論は、自他の境界の溶解というテーマから、「私」が

神様になる／される物語として「お供え」を解釈したものだと言える。 

 このような解釈に、「私」の変身したものを「神様」に限定しない読みは対置できる。

川端賞選考委員の吉行淳之介、大江健三郎、そして「お供え」論の近藤裕子（2005）11ら

がこれに当たる。これらの評者・論者は私の変身をたんに「神様」と意味づけすること

を避け、それぞれ「お供え」≒「神様」（吉行）、「スケープゴート」（大江）、「神＝供犠」

（近藤）と呼称している。吉行の選評における「お供え」解釈は、本稿での構造分析に通

ずる。 

 

 出口の路のカドに置かれはじめたお供えの花は、摘んできた草花だったのが、ト

ルコキキョウや胡蝶蘭に変り、そのうち蕗の葉の上の焼魚や煮しめになったり、あ

るいは石ころになって、にわかに禍禍しい。自分が神様にされかかっているのを、

女は感じ、それはとても困ったことなのだ。しかし、女の中にそのことを受け入れ

てしまいそうなものもある。受け入れてしまえば、自分が「お供え」になってしま

いそうだ。12 

 

吉行のほかに、「お供え」における隣接性、及び変身の過程に（さりげなくではあるが）

言及した評者はいまのところいない。本稿の分析は、吉行の見立てに近いものになるは

ずである。すなわち、「私」が変身するものは「神様」というよりはむしろ「お供え」だ

という立場に本稿は立つ。テクストに、「お供え」をそなえられるべき対象たる「神様」

は、一度も姿を現さない。そして結末において話者「私」が「お供え」という言葉に初

めて出会う時、その「お供え」とはすなわち周囲の人間たちの働きかける対象たる「私」

に他ならないのである（この根拠となる結末部は後に引用の上で確認する）。 

 同賞選評で大江は、「お供え」を「孤独な女性の暮しを侵犯する日常的だがわずかに奇

怪な「もの」に発し、本人の妄想がこうじるのか、周囲の悪意──または聖なる意志─

─によるものなのか、ついには彼女がすすんでスケープゴートになり、硬貨や石のつぶ

てをあびるという」13小説としてまとめ上げている。作中では結末部まで現れない「お供

え」という言葉の使用を避け、大江が「それ」らを「もの」と呼んでいるところに、読

みの独自性が見て取れる。また、「スケープゴート」という言葉から、「その山羊を野に」

（1984）14などの作者である大江が「お供え」をいかに読んだかを知ることができる。 

- 75 -



 近藤は、「私」の「無根拠」な「自己了解」の物語として「お供え」を分析している。

冒頭部において「語りの主体が『私』というシニフィアンを形づくらないばかりか、（わ

たし）に認知されているはずの対象も具体的には語り示されず、それを指し示す指示代

名詞さえ立ち現れてはこない」15ことから、作中の「主体も対象も輪郭のほどけている非

人称的世界」を指摘し、「世界を覆っているただならぬ気配というものも、主体が感じ取

ったものとは言えない。それは、感受する／させる主語を欠いた述語性そのものとでも

呼ぶほかないだろう」16と、「お供え」における語りの特異性に言及している。近藤の論

は、久保田が「お供え」を二項対立の無効化される物語として解釈した地点から進み、

「私」の語りを問題化することに成功している。しかし、近藤が適用する「妄想論」とい

う精神病理学的なフレームによる解釈は、「お供え」という小説自体の構造や特異性を、

かえって見えにくいものにしていることも指摘せねばならない。「『私』は共世界に属し

ている人間として理解してよいのだろうか。当初は正常だった『私』が、周囲の力に圧

されて次第に妄想をふくらませてゆくのが「お供え」の構造だと言い切れるのか」17と久

保田の解釈に対して問題提起する近藤は、「お供え」の話者と「妄想に捉われている病者

ら」の「心的世界のありよう」を結びつけてしまう。結論部において、「自己とは、それ

をとりまく場との関係そのものである」とまとめる近藤だが、しかしその分析の過程で

話者が「不安のあまり全ての出来事を自分に関係付けてしまう〈関係妄想〉を匂わせな

いでもない」と述べ、また一篇の結末部にかんし「音が自己溶解の契機」となるとして

「音という必ずしも特定しえない対象を捉える聴覚の方が、兆候感覚と結びつきやす」い

からだという解釈を展開している。このように述べるとき、近藤は小説そのものを離れ、

擬似的に精神科医として振る舞ってしまっているのではないか。だが、「お供え」の「私」

がそうではないように、「お供え」というテクストもまた、精神科医の診断を求めている

とは考えられない18。「この物語は統合失調の発病プロセスそのものを描いたものではな

い。そのような読みはテクストの可能性を狭めるだけであろう」と近藤自らが述べると

おり、「「妄想生成」のプロセス」という中井久夫に依拠した精神病理学的なフレームに

よる分析は、あらかじめ「お供え」を異常心理学の枠内に囲い込むことで、いわばその

小説性の忘却へと直結してしまう。このような読みへの問題意識からも、「お供え」分析

に際してその構造や言葉の配置自体を精査することの重要性を、本稿は主張する。それ

によって「私」が「お供え」へと変身を遂げる過程として一篇が見えてくるはずである。 

 

3. 「お供え」分析 

3.1 〈もの〉の増殖 

 短篇小説「お供え」は、空行によって六つのまとまりに分けられる。それらを便宜上、

A〜F とそれぞれ呼ぶことにする19。今日も、家の「カド」に「それ」が置かれている。

小説の冒頭にあらわれる「それ」はいずれもジュースの空瓶にさしてある野の花（「アマ
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ドコロと山吹」、「昨日はツツジと名前を知らぬ紫の小さな花」20）で、それらは「どう見

ても遺族が交通事故の現場に捧げた花に見える」。前にも述べたように、「それ」らが直

接「お供え」と名指されることはない。大江健三郎にならって、本稿では「それ」らを

〈もの〉21と呼んでおきたい。語りが始められた時点で、この〈もの〉はすでに幾度も「カ

ド」に置かれていることが、「私」の語りようから察される。ジェラール・ジュネットの

用語に従ってこれを「括復法」として指摘しておこう。「ｎ度生起したことをただ一度だ

け物語る」22、すなわち数度にわたって生起した同一の出来事を一括して引き受ける物語

言説を指す。冒頭部における語りでは、「私」にとって見慣れた庭の光景を経由した眼差

しが、「私」にとって不気味な、消化できない〈もの〉の置かれた「カド」に吸い寄せら

れている。「私」が〈もの〉へと向かう運動が、以下に引用する冒頭部にはあらわれてい

る。 

  

今日もあるだろう。あるに違いない。ないわけはない。それでも、もしかしたら

ないかも知れない。 

 私は玄関の戸をあけて庭を眺めた。三十坪の庭に雑然と木が茂っている。山の木

が多い。楠、ナラ、ブナ、山法師、ソヨゴ、エゴの木、モチ、山桃。西南の角には

柿の木が二本。ここからでは道は見えない。柿の木と生垣の向う側、道に面したと

ころ。今朝もそこにそれがおかれているはずだった。玄関からでは木々の繁みにさ

えぎられて柿さえよく見えないのに、私はその方向を睨んだ。見たくない。今日は

ありませんように。23 

  

「私」は「私」の今いる場所からは「見えない」はずの〈もの〉のある方向を睨みながら、

「見たくない」と思っている。同時にその思いに反して、「私」の眼差しは見慣れた庭の

木々をかきわけ、「その方向」へと向かってしまっている。誰がいつ、なぜ置いていくの

かわからない花を、「私」はなぜ不気味に、厭わしく思うのだろうか。前述のとおりそれ

は「事故現場」の献花（それも汚らしい花）のようだからであり、「大体、こういう花と

いうものは道の片隅の邪魔にならぬところに、ひっそりと慎ましやかにおくものではな

かろうか」と「私」は思うからだ。「それは、まるで門松のようにうちのカドの両側にお

いてある。真ん中に二つ並べておいてある日もあった。誰がそんなことをするのだろう。

／最初に見たときは不快になってすぐ捨てた。二日目も三日目も、捨てて忘れてしまお

うとした。花は生ゴミのバケツにいれ、空缶は不燃物の袋へいれて、それでおしまいな

のだ。一度そのことを口に出したら本物になってしまいそうないやな予感がした」24。

「本物になってしまいそうな」気がするから、わたしは「そのこと」を口には出さない。

ここには、「お供え」という小説において極めて重要なある認識があると思われる。すな

わち、記憶の中の「夫」によって言語化され・徴づけられた「カド」に、「それ」らが置
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かれることで、「私」の住む「家」が意味の変容を被ってしまうのではないか、というお

それである。「事故現場」というのは、その意味変容のバリエーションの一つと言える。

このような認識や変容を、本稿では「換喩」的な認識、「換喩」的な変容、と考えること

にしたい。「カド」に〈もの〉が置かれることで、「近隣の家と比較してうちだけ異常に

見える」ことを「私」は心配している。家の「カド」におかれた〈もの〉、という認識は、

〈もの〉が「カド」におかれた家という認識に翻りうる。小説が進むにしたがって〈もの〉

は、家のみならず「私」の意味変容を迫ってくる。換喩に関して、佐藤信夫（1992）の

説明を見ることが有益に思われる。佐藤は、換喩における「原因対結果、所有主対被所

有主……といった隣接関係」を「古典レトリックのたいていの理論」が相互に視点の入

れ替わりうる流動関係として捉えていたことを指摘している。すなわち、 

 

 私の家から見れば鈴木家は一軒の隣家にすぎないが、鈴木家から言えば私の家こ

そ隣家でしかない。家来は「殿の家臣たち」であるが、殿さまは「家臣たちの殿」

であろう。私たちの常識的言語は「赤い頭巾を所有している女の子」という表現を

好むけれど、私たちの心の底には、無意識的に、「女の子を所有している赤い頭巾」

という換喩的な見かたもまた可能性としてひそんでいる。25 

 

「お供え」の「私」のおそれる事態とは、家の「カド」という徴づけられた場所に〈もの〉

が置かれることによる、家の、ひいては自らの換喩的変容が遂行されてしまうことだと

いえるだろう。したがって、「私」は〈もの〉を毎日捨てるだけで気を済ますことはでき

ない。家の玄関からは見ることのできない「カド」（家を設計した亡き「夫」には、「カ

ドへ立ったとき、家の中がすべて見えてしまうのはよくない家だ」「出入りする場所は必

ず南からでなければならない」26という信条があった）に、〈もの〉が置かれているのを

他者に目撃されれば、「私」の預かり知らぬところで「私」の意味は変わってしまうし、

何かの意図を持って〈もの〉を置き続けている他者がいるかぎり、「私」の変容という脅

威は去らないからだ。よって、「私」のおそれは、「私」の家を取り巻く他者にまで及ぶ

ことになる。「私」は連想的に、自らの人間関係を披瀝していく。たとえば、月に三回く

らい内職の材料を持って家に来る「安西さん」も怪しいのではないか。「安西さん」が来

るのは「義兄のさしがね」かもしれない。「私」の住む家の日常は、このように亡「夫」

の定めた秩序のみならず、「夫」から連続する「義兄」との人間関係や、「安西さん」と

いう若い男との関係において意味づけされていることが、連想的な語りが進むにしたが

って明かされる27。 

 「カド」を見張り、犯人を捕まえるしかない、と思った「私」の行動は裏目に出て、

かえって「私」の日常の秩序に揺さぶりをかける結果となる。雨の降る朝六時に外へ出

て、傘をさして木の丸椅子に座り玄関からでは見えない「カド」を見張る「私」のもと
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へ、「大通りから逆に」家の前の細い道に入ってきた「彼ら」が現れる。 

 

 「だめだめ、簡易ベランダでも漏る。はなっから設計してつけたものでも漏る。

あんなもの、いいわけがあらすかね」 

 老婆ばかりの四人連れは湖の傍の老人保養センターへ行くのだろう。 

 わしもそう言ったけどねえ、と背の低い一人が口ごもりながら私を見る。残りの

三人もいっせいに私をみつめた。ほとんど立ち止っている。28 

 

「老婆ばかりの四人連れ」は、ベランダをつけるかつけないか、という「私」にはまった

く関係のない話をしている。しかし、わざわざ家の前の細い道に入ってきた彼ら「四人

連れ」は、「私のまん前に立って顔を見ながら」喋るので、「私」は「まるで私に話しか

けているようだ」と思い、赤面する。「私」を見ながらひとくさり喋った老婆たちは、「そ

れから何事もなかったかのように向きを変えて」去っていく。彼ら＝老婆たちが過ぎた

あと、「私」は事態をばかばかしく感じる。「私」が神経を尖らせて聞いた（すなわち小

説中に記された）老婆たちの会話は、ナンセンスなものでしかない。「私」は、「私だけ

傘をさし、道より十センチ高い門口に丸椅子をおいて腰かけていたのだ。いったいどう

思ったろう」と心配する。「私」は〈もの〉の脅威をとりはらうべく「外」に出たはずな

のに、むしろ「カド」の異常事態を自ら演出してしまったのである。「カド」に引き寄せ

られるのが〈もの〉のみならず「私」も同様であるというパターンが出来上がる。その

意味で、これは（冒頭を除けば）小説内ではじめての〈事件〉と言える。 

 「カド」との関係において、すでにｎ回何者かによって置かれた〈もの〉は、すでに

増殖をはじめているわけだが、この〈事件〉に際して、疑いや不安を抱く「私」の見聞

きする他者の言葉が小説にあらわれはじめる。「老婆ばかりの四人連れ」が何だったのか

は、小説の結末に至ってもわからない。しかし、〈もの〉の謎へと接近すべく「カド」に

出た「私」の目には、それは何か意味ありげなものに映る。「お供え」に通底する換喩的

認識において、「カド」に隣接する、意味を欠いた事象（〈もの〉）は、増殖し続けるので

ある。〈もの〉の起源を確かめるべく「カド」に接近した「私」は、次の日、「カド」に

置かれた「花」をためしに「そのままにしておいた」。結果として、「カド」におかれた

「花」は増えなかったが、そのままにしておくことは「私にとっては大変な苦痛だった」。 

  

 花と花の間に見えない線が張られていて、私がそこを出入りする度に両側の湿っ

た小さな花から変な呪縛を受けているような気がする。うちの中にいても花が見え

た。見えない塊が家のあちこちに澱んでいる。〔中略〕夜中、強い風の音にめざめ、

夢うつつのうちに、あの花をさした缶が倒れているのを見た。29 
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門口にそのままにした「花」が増えないこととは裏腹に、「私」の認識（語り）において、

それは増え続けている。 

 

3.2 「私」と〈もの〉の接近・結合（「私」の「お供え」化） 

 〔B〕は庭の記述から始まり、庭にかんする記憶（「うちの楓を買うときは苦労したの

だ。こういう普通の山紅葉は庭屋は扱わないそうで、血染め楓やら糸紅葉やら変ったの

ばかりをすすめられるのを夫が頑張り通したのだった」30等々）が語られたのち、「何か

気配」を感じた「私」がそれを追いかける、という事件が起こる。結果として〈もの〉

は「小さいながら乳（ち）までついた本格的な」二本の旗に変化し、花も「前はジュー

スの空缶だったのに瓶に変わっている」31。「私」は「確実に何かが進んでいく」と思い、

「うちのカドがあるかぎり、犯人はそこへ花をおき、旗を立てるだろう」と考える。続く

〔C〕では、「こちらに神様がいらっしゃるでしょう、と言う」六十前後の男が押しかけて

くるエピソードが語られる。その日のもう一人の訪問者である「市役所の牧」は、「係累

は、子供は、仕事、収入、財産、いつからここに住んでいるのか、その前は」32……と次々

に無数の質問を「私」に浴びせる。（「老婆ばかりの四人連れ」のナンセンスな会話と同

じく）小説中で「私」に答えられることのない質問は、それじたいの意味を欠いた〈も

の〉である。同時に、「牧」の質問は、「私」に対して情報の開示を求めているようでも

ある。それは集約すれば、「私」とは何か、という問いになるのではないか。そもそもこ

の小説では、「私」にかんする事柄がはじめから全て明らかにされているわけではない。

「私」が家のことを語ったことで、「夫」がすでに亡くなっていることが明かされ、「庭」

仕事をする場面で、また「夫」との記憶が語られ、というように、「お供え」では「私」

の記憶がひとつ語られるたび、それに隣接する記憶が横滑り的に引き合いに出されるの

である。短篇小説におけるこのような語りは、物語の始まる前からの「私」の持続を演

出するものだと言える。だが、実際には、「牧」によって投げかけられた（「私」が「私」

であることの証明となるはずの）質問への答えとなるような記述は、ほとんど小説中に

書かれてはいない。つまり「牧」による質問は、語り手であるはずの「私」や、「私」に

信頼を置いて短篇を読み進む読者に、“「私」とは一体何者なのか？”と暗に問いかける

ものになっていると言える。 

 〔D〕の記述において、〈もの〉は目まぐるしく変容する。蕗の葉の上に置かれた〈も

の〉は、「お団子」から「キーウイ、焼魚、まんじゅう、お煮しめ」と変わり、最後に「石

ころ」となって「私」の目の前にある。「猛烈に腹が立った」「私」はそれを思い切り蹴

飛ばす。変化し続ける〈もの〉と「私」とが、ごく短い〔D〕において、他者の介入や

「庭」の記述なしに接近するという〈事件〉が起こっている。その意味や意図は空白のま

ま、存在理由を欠いて〈もの〉は「カド」に置かれ、変化し続ける。「私」が接近したの

は「石ころ」という〈もの〉であると同時に、いわば変化し続ける〈もの〉の連続性そ
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のものでもある。 

 〔E〕は「庭」という〈日常〉を共示する意味領域の描写から始まり、「私」の過去が

語られる。「私」の語りはここで、「私たちが家を建てるとき」という過去に遡ってから、

急速に現在時まで戻ってくる。過去という意味領域を作り出し、通過することで、「……

急に夫と距離ができてしまったような気がする。向うも、もう私のことを思い出すこと

はないのだろう」33という発話が可能になっている。せいぜい数ページ前までは頻りに思

い出していた「夫」のことを、「私」はここで急に「忘れていた」ことになるのである。

同時に、「私」は「カド」に置かれる〈もの〉に「もう慣れたので」さっさと機械的に処

理するのだと語る。すでに〈もの〉は〈日常〉にすり替えられている。「もう慣れた」こ

とに心理を伴った物語的な説明はなく、時間経過を納得させる記述によって、連続性が

作りあげられているのだと言ってよい。そして〔E〕において、突然テクストにあらわれ

た「空地」で、次々に集まってくる人たちの手による「ゴミ」拾いが行われる。「空地」

という空白の領域から「音」が降り注ぎ、そこでは得体の知れない儀式が執り行われて

いる。 

 〔F〕で、「私」が「もうすることは何もなかった」と語るとき、「私」は隣接するもの

によって強く変容を促されているのである。〔C〕で質問を浴びせた「牧」の電話越しの

声に従い、「私」はあたかも「結婚式」の日のように身を清める。「夫」のことを忘却し

ている「私」は、指示されるままに家の「外」へと出、別の〈もの〉へと変わろうとし

ている。「私」は家の前の人だかりから「硬貨」を投げられながら歩き続けるが、その「硬

貨」が「石」に変わる。結末部を見よう。 

 

 小さな子供が走ってきて私のまんまえで私の顔めがけて石を投げる。ふりむくと

私の後にも横にも人間の壁ができていた。私の周囲だけが丸くあいている。手を合

わせている人、石を投げる人、私に触ろうとする人。皆、口々に何か言っている。

ようやく「お供え」と言っているのだとわかった。34 

 

 「私」が〔D〕で蹴り上げた石が、「お供え」という言葉を伴って「私」に回帰し、「私」

の変身を完了させる。「カド」に置かれた〈もの〉との接近・隣接を経て、「私」は「お

供え」そのものへと変貌を遂げた35。そのことは引用部の記述を見ても明らかだ。（タイ

トルを除き）小説中に初めてあらわれた「お供え」という言葉は、「私」を取り囲む周囲

の人 （々「皆」）によって口にされていた。「私」は「ようやく」そのことを理解した（「わ

かった」）のである。「お供え
、、、

」と
、
口々に言う
、、、、、

「皆
、
」とは、前文の「手を合わせている人

、、、、、、、、、
、

石を投げる人
、、、、、、

、私に触ろうとする
、、、、、、、、

人
、
」を指す。このことが、先行研究や寸評に見られる

「私」＝「神様」という物語を自明のものとする読みを却ける、記述レベルでの明白な根

拠である。「皆」とはつまり、中心に立つ「私」へと各々の仕方で働きかけている人々の
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ことに他ならず、よって「皆
、
」が働きかける対象である

、、、、、、、、、、、
「私

、
」こそ、「皆」が口々に言う

「お供え」なのだ。「私」を「神様」として解釈する読みはおそらく、ここで投げつけら

れる「石」が（「石」だけが）「お供え」なのだと判断するのだろう。しかし、そのよう

な読み――結末に至って「石」に集約されることになった様々な「お供え」を受けてき

た「私」が「神様」なのだ、という物語的な読み――は、上記の引用のみならず、小説

中で結ばれてきた関係性を看過することによって成り立っているのだと言わねばならな

い。「お供え」という言葉だけがようやく共通理解として残される、という結末を、「私」

＝「神様」という物語を前提とした読みは捕捉できない。正確に言うならば引用部にお

ける「お供え」とは、〈「石」を投げられる「私」〉であり、語りによって構築された関係

性を経由することなしには顕現しないものなのだ。存在理由を欠いた〈もの〉が「お供

え」であると理解することは「私」にとって、自身の存在を「お供え」として（「ようや
、、、

く
、
」）見出すことに直結する。 

 すでに確認した通り、「石」はまず〔D〕において現れ、「私」の怒りを買った。「食べ

ものより石のほうが始末がいいはずなのに」と「私」は自らその怒りを怪訝に思う。直

前に書かれた「キーウイ、焼魚、まんじゅう、お煮しめ」などとの落差から「私」は「い

いように馬鹿にされている」と考えたのである。「始末」に困らない分、無価値なもので

もある〈石〉というコノテーションがここに読み取れる。「花」でも「旗」でも「団子」

でも「お煮しめ」でもない〈石〉の異様さを、「私」はその身振りによって否認していた。

次に「石」が記述されるのは〔F〕においてである。庭を見る「私」の前に、ばらばらと

「石」が投げ込まれる。かと思うと石はすぐに「硬貨」に姿を変える。「石ではなかった。

百円玉だった。庭のあちこちに百円、五百円、十円の硬貨が落ちている。ようやく朝が

たの音がこれだったのだとわかった。この音。硬貨が庭へ落ちる音だったのだ」。投げ入

れられるもののなかには丸められた「紙幣」すらある。「牧」の指示に従い身を清めて外

に出た「私」の体に「投げられた硬貨」が当たる。「前からも後からもお金がとんでくる。

私は歩き続けた」。「私」の「蹴とばした」〈石〉は、ここで周囲の人々の手によって戻っ

てくる。「頭にゴツンと強い衝撃があった。硬貨ではない。顎に当った石が足もとに落ち

る」。硬貨や紙幣といった価値あるものによって際限なくその価値を高められた（あるい

は読者にとっては「神様」への階梯を上っていた）かにも思われた「私」に、無価値な

ものであり暴力（「猛烈に腹が立った」「思い切り蹴とばした」）を想起させる〈石〉が回

帰し、「私」はようやく自らに
、、、

働きかける人々
、、、、、、、

（「皆
、
」）が

、
、「お供え

、、、
」と口にしていた

、、、、、、、
こ

とを悟る。崇高さや価値の高さの隠喩であるかに思われた〈貨幣〉もまた、〈もの〉の変

化形態の一つに過ぎなかった。〈「石」を投げられる「私」〉には、無数の「お供え」とい

う言葉もまた投げかけられている。すなわち「私」とは、増殖する〈もの〉との連続性

を刻印された「お供え」そのものだ。「お供え」がある以上存在するはずの「神」は――

物語を最後まで読む限り――いまだ現れてはいない。神のいない場所に現れた（創出さ
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れた）「お供え」が、転倒的にその存在を主張しているにしても、小説中に「神」そのも

のは決して現れることはないのである。 

 

3.3 「私」とは何か ──「私」と複数の声 

 「私」が〈もの〉に対する困惑や不安、憤りの感情をあらわし、それを他者に訴えか

けると、他者は「私」とは違う考えや、「私」を宥めるような言葉を返す。それらの多く

は、〈もの〉を気にかける「私」に対立するような意見であって、「私」はそれらの間で

揺れることになる。そのような言葉をかける他者の代表は「安西さん」だが、それ以外

にも注意を要する記述がいくつかある。たとえば〔B〕における「隣の奥さん」という、

登場人物にも数え上げられないような者の発話と考えられる言葉を見たい。 

 

 隣の奥さんが回覧板を持って来たときや、安西さんが来たときは、その花〔引用

者註:「カド」に置かれた「高級な花」や「花束」〕を持って行ってもらった。誰も来

ないと捨てた。飾っておく気にはなれない。花をもらうと皆喜んで同じことを言う。 

 まあ、いいわね、一ヵ月以上もですって。きっと奥さんに恋してる男がいるのよ、

そう思っていれば楽しいじゃないの。旗だってファンレターのつもりなんですよ。

そんな深刻なことではないでしょう。いつか飽きるでしょうしね、向うさんも。 

 朝、張りこんだことも何回かあるが、その日は花を持って来ない。〔後略〕36 

  

一人称の語り手「私」が内的に焦点化される「お供え」において、以上の部分では、他

者の言葉が鉤括弧にくくられていないことに着目したい。このような箇所は他にもある

37。「お供え」にはこのように、いわゆる地の文にまで流れてくる他者の声と、それらに

納得せずに疑念や不快感を表明し続ける「私」の声との緊張関係が、少なくとも〔D〕に

至るまである。名もない他者の声が、ふとした瞬間に忍び込んでいる。このような言葉

の配置は、暗に「私」というものの確かさを、話者に同一化して物語を読み進む読者に

問いかけてもいる。実際、いきなりテクストにあらわれる「私」という話者の依って立

つ過去は、前節で見たとおり、語りの進行に伴ってその都度後から語られるに過ぎない。

さらに言えば小説冒頭における「私」とは、実は〈もの〉と同じく、根拠を欠いた状態

でそこにあるものに過ぎないではないか。〔C〕において「牧」は「私」の身辺や個人情

報を詳しく語るよう「私」に迫るが、質問への解答は小説においてほとんど一切示され

ていなかった。その存在理由を欠いたまま「カド」におかれる〈もの〉に対して、「私」

という物語の語り手は、「私」の過去や記憶を語りの中で創造しながら、しかし次第に〈も

の〉へと接近していく。「私」が他者の声にもはや動揺しなくなるのは、「石」を蹴とば

した〔D〕以降である。「私」と他者の意見との対立は崩れ、他者の声は「何も頭に入ら

な」38いか、それを受け入れ従うものとなる（〔F〕での「牧」の声）。 
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 自らの語る物語の連続性によって自己同一性を創出する「お供え」の「私」は、根拠

を欠いたまま「カド」に置かれ増殖する〈もの〉の連続性に、次第に接近していく。〈も

の〉が置かれることは日常化し、その無根拠さによって「私」の確かさ（連続性）も怪

しくなる。換喩的な語りはむしろ〈もの〉の連続性のなかに「私」を見出してしまう。 

 そのように「お供え」という小説は、「私」というフィクションを作り上げると同時に、

物語的連続性を脱臼させ突き崩して見せる。一篇の結末に至る者の前には、物語ではな

く、（あたかも裏表が反転したかのように）小説の骨組みが剥き出しで晒されている。 

 「お供え」において「私」はその確かさを、小説の機構によって不断に問い直されて

いると言えるだろう。 

 

4. 結びにかえて 

 〈もの〉の連続性が日常化する時、語りの開始前から続いていたと当然了解されるべ

き「私」の日常は、いわばそれら〈もの
、、

〉の連続性との連続性
、、、、、、、、、

によって危機に晒される。

「私」が換喩的変容を促されるのである。「カド」には〈もの〉が置かれ続ける。そして

意味ありげな事件や他者の言葉が、しかしその意味を明らかにされることなく並列され

ていく。そのような〈もの〉の連続の最後に並び立つ〈「石」を投げられる「私」〉こそ

が「お供え」である。結末に至るまで〈もの〉は、意味を欠いた（あるいは意味の充溢

した）空白であり、換喩的な変容を被った「私」もまたそのような〈もの〉と化してい

る。小説「お供え」は、意味の空白を作り出す方法（「書き方」）によって、「私」という

自明であるかに思えた存在を問いに付している。「お供え」の手法と、同作が暗に差し出

している、「私」とは何か、という問いに留意して、最後に吉田の他作品との連続性を考

えたい。 

 まずは「私」とは何か、という問いを明示的に持つ小説を見る。第 63 回芥川賞を受賞

した「無明長夜」（1970）の話者「私」は、幼いころに母とともに疎開して来た村に育つ

なかで疎外感を覚え、「いるべき場所」のなさや「規準」のなさを聞き手（読者）へと訴

え続ける。慕っていた「新院」から「あんたには自分以外のものはないのだ」39と言い渡

された「私」は、正気と狂気の狭間を果てなく彷徨い歩く。 

 幼いころに体験した満州からの引揚げを背景に自己の起源に疑いを抱き、「自分をえ

たいの知れぬかたまりのように感じ」40る焦点人物「静香」が、自らを犬に重ねる「満州

は知らない」（1983）などにも同じく、「私」とは何か、という問いがその根底にあり、

「お供え」へと連なる。前二者は吉田の引揚げ体験とは切り離し難いものだが、「お供え」

には引揚げにかんする記述はない。「お供え」をはじめとする 90 年代の代表的な小説で

は、引揚げの物語が影をひそめ、「私」という物語の解体・問い直しが、テーマ、形式の

双方において前面に出されている。 
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 小説技法の点で言えば、「お供え」には「そら」や「父の墓」との連続性を見出せる。

「そら」の話者は、「ノサキヨネコ」という小学生の視点から「ヨネコ」の見る世界を語

る。「ヨネコ」は、「歯」「ボタン」「切り抜き」などの、固有のコンテクストから欠落し

たものや、「マリ」やクラスメイトの「ニッタヨシオの鉛筆」などの遺失物を、「なくな

ったもの」として、「ベラジさま」にお供えする（「ベラジさま」が民間信仰の対象なの

か、ヨネコの想像上の神なのかは、小説中では判然としない）。「そら」で語られている

のは、おそらくは在と不在の中間領域であり、「ヨネコ」はそれを「隙間」や「しま」と

して捉えている。「ヨネコ」にとって「しま」は死んだ「赤ちゃん」やいなくなった「タ

ジマヨシエ」とかかわる場所である。1967 年の文芸同人誌「ゴム」第 9 号に発表された

原型となるテクストでは、「「しま」」に当たる箇所は「満州」となっている41。「父の墓」

の話者「私」は、29 年前に樺太で生き別れた「父」が、現在の自分たちのもとに帰った

らどうしよう、というおそれを抱いている。国から形式的な死亡通知が届いてからも、

「私」は父のことを「生きていると思ったり死んでいるに違いないと考えたり」してい

る。ある日、毎年の恒例行事であった「父」の「国民服」の虫干しをしなくなった「母」

が、「父の墓」を建てると言い出し、「先祖代々之墓」と刻んだ墓を建てさせる。母娘の

共通理解としての父の死を受け入れざるを得なくなった「私」は、知人の僧侶に読経を

頼むが、直前になって母からそれを拒まれる。母は、「あれは、お父さまのお墓なんかじ

ゃないわ。私のお墓です」と言うのである。そうして建てられた「先祖代々之墓」の前

で四、五歳の女の子が遊び、墓石に近所のクリーニング屋のダンボールが立てかけられ

ているのを眺め、一篇は終わる。 

  

 帰りながら、ふいに私は、もしかしたら母はまだ父の死を認めぬつもりなのかも

知れない、と思った。私の知人の読経を、私があんなに執拗に哀願し強請しても拒

み通したのは、そのためかも知れない。そうだとすると、私は一体なんだったのか。

42 

 

生きているのか死んでいるのかわからない「父」は、最終的に「先祖代々之墓」という

空虚なものとしてテクストにあらわれる。それが「父の墓」であることも「母」に否定

され、父の生死はうやむやなまま中身のない墓石だけが残される。「そら」にも「父の墓」

にも、意味の確定されないままの「空白」があり、それをめぐる緊張関係がある。この

ような小説のテーマや技法には、存在理由を欠いたまま連続する〈もの〉によって引き

起こされる「私」の変身を描いた「お供え」への連続性が見出せる。両者にはそれぞれ

満州、樺太に関連する記述が見出せる。 

 吉田はいうなれば語りえないものを語ろうとして、意味の空白である「隙間」や〈も

の〉の小説を書き継いできたのではないか。60 年代から 80 年代の吉田の作品には、外

地での記憶や引揚げ、戦後体験と直接的に結びついた物語が少なくない。「お供え」は「引
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揚げ」とは無関係な小説だが、しかしその技法やテーマに着目した時、それ以前の作品

との連続性が確かに見て取れる。小説を通じて、「私」を問いに付すこと、語りえないは

ずのもの（「隙間」や〈もの〉）を現前させること。ここに挙げた作品にそれらは通底す

る。 

 短篇「お供え」に「神様」が姿を現さないことは、すでに確認した。しかし、だとす

れば「お供え」となった「私」は結末に至っても、いわば神のいない「お供え」として

宙吊り状態に置かれ続けることになる。「私」は他者からの石打ちによって殺されるのか、

それともこれから「神」のもとへ赴くのか、そもそも何故「私」なのか――。この宙吊

り状態は、未解決な問いを読者に残す。テクスト「お供え」は問いを投げかけ続けてい

るのだ。すなわち、「私」とは何か──それは戦争と引揚げを経験し戦後を生きる書き手

である、吉田知子の持ち続ける大きな問いでもあるのではないか。 
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